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■ 庄和地区の「課題」は何だと思いますか？

★ 南桜井駅周辺以外の場所はほとんど整備されていない。

★ 少子・高齢化が進み、庄和地域の公共交通手段が課題。

■ 今後、庄和地区をよりよい地域にしていくためには何が

必要だと思いますか？

★ 若い世代が参加しやすいような行事、イベントを開催し、若者が住みた

くなる環境づくり。

★ 高齢者が安心安全に暮らせる生活環境の整備。

庄和地域の一員として、私たちが自ら考動できること！

■ 庄和地区の「魅力」とは何ですか？

★ のどかな風景が残り、図書館、公園、体育館等、住環境と人柄が魅力的。

★ 大凧あげ祭り、大凧マラソン大会など魅力あるイベントがある。

★ 目標①（声・意見） ・自治会活動のさらなるサポートを目指す。 目標①に対し、地域の一員として、私たちが自ら考動できること

・ 場所の借用手続き等を簡略化するなどし、自治会長や役員の負担軽減を図る。地域コミュニティ（自治会含む）の活動をバックアップする。

・ 自治会連合会でも、X等のSNSを今後どう運用（活用）していけばよいのか、議論を深めていく必要がある。

・ 自治会の活動や行事をわかりやすく説明する。 ・ 自治会活動に参加するメリットや必要性をわかりやすく説明する。

・ 自治会の行事や活動内容を広くＰＲする。 ・ 私たち（若い世代）が自ら地域活動（自治会行事（活動）等）に参加する。

★ 目標②（声・意見） ・地域力の向上を目指す。

・ 北部地域 ⇒ 大凧文化交流センター「ハルカイト」を拠点とし展開 ・ 中央地域 ⇒ 庄和市民センター正風館を拠点とし展開

・ 南部地域 ⇒ 庄和南公民館を拠点とし展開

目標②に対し、地域の一員として、私たちが自ら考動できること

・ご近所同士の人が仲良く付き合える方策を考えてみる。 ・年配の方と若い世代が交流を深められる方策を考えてみる。

・世代を超えてコミュニケーションが図れる地域のイベントやサークル活動への参加を呼び掛ける。

・北部地域と南部地域には拠点となる施設がない。中央地域に庄和地区市民センター正風館があるように、北部地域や南部地域にも市民センターのような

施設がほしい。地域が活性化する。



❏ 令和６年 ８月１８日（日） 令和６年度 第１回会議 ・ 市民センターの概要、地域づくり推進会議の概要（地域づくり推進会議開催の経緯） ・ 庄和地区の魅力と課題（意見交換）

❏ 令和６年１０月２６日（日） 令和６年度 第２回会議 ・ 第1回会議等で出された意見の集約（意見交換）

❏ 令和６年１２月１５日（日） 令和６年度 第３回会議 ・ 第2回会議等で出された意見の集約（意見交換）

❏ 令和７年 ２月 ２日（日） 令和６年度 第４回会議 ・ 市長への協議結果報告 等

（第１回会議～第３回会議における協議結果 概要）

★ 目標④（声・意見） ・「自助」、「共助」、「公助」の連携を目指す。 ・ 災害からの被害をできる限り少なく抑える。

目標④に対し、地域の一員として、私たちが自ら考動できること

・ 地元住民として何ができるのか考えてみる。 ・ 地域ごとではなく庄和地区全域として何ができるのか考えてみる。

・ 自助、共助による対策として何ができるのか考えてみる。 ・ 複合災害への対策を地元住民として何ができるのか考えてみる。

・ スムーズな避難所開設の運営ができるように考える。 ・ 小中学校等（公共施設）以外の避難場所を考えてみる。

★ 目標③（声・意見） ・若い世代が参加しやすい行事やイベントを実施する。 ・イベント参加者の増加を目指す。（Ｚ世代の掘り起しにもなる)

目標③に対し、地域の一員として、私たちが自ら考動できること

・ SNSやメール等を有効活用し、若い世代を引き入れる働き掛けをする。 ・ 庄和地区体育祭等を盛り上げる。

・ FacebookやX、LINE、メールを活用し情報発信を行い、気軽にイベントなどの情報を共有する。

・ 若い世代が興味を持てるイベントへと工夫する。（若い世代ならではの視点から新しいアイデアや条件を出し合う。企画等に携わる。）

・ スポーツ少年団や小・中学校、高校等への働き掛けをする。 ・ 庄和地域外からもイベントに参加してもらうなどの働き掛けをする。

★ 目標⑤（声・意見） ・学習スペースや、こどもの遊び場の利用者の増加を目指す。 ・ 今後第２公民館などにも広げていくことができたらよい。

目標⑤に対し、地域の一員として、私たちが自ら考動できること

・ 飲食可能な場の提供を提案する。昔、正風館にはカフェがあった。 ・ 地域全体であそび場を考えてみる。

・ 魅力的なあそび場を考えてみる。 ・ 北部地域や南部地域にとっての学習スペースやこどもの遊び場を考えてみる。

・ ロビーが学習スペースになった。気兼ねなく気軽におしゃべりができる場所がなくなった。学習スペースの場所を考えてみる。

★ 目標⑥（声・意見） ・行政キオスク端末機の利用を促す。 目標⑥に対し、地域の一員として、私たちが自ら考動できること

・ 効果的かつ効率的な周知方法を考えてみる。


